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　新
涼
の
候
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
で
す
。
毎
年
恒
例
の
テ
レ
ビ
の
特
番
だ
け
で
な

く
、
書
籍
や
映
画
で
も
今
年
は
例
年
以
上
に
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が

多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　私
も
８
月
１
日
の
「
富
山
市
民
感
謝
と
誓
い
の
つ
ど
い
」
と
８
月
15
日
の

「
富
山
県
戦
没
者
追
悼
式
」
に
は
毎
年
出
席
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
靖
国
神

社
に
も
参
拝
し
て
き
ま
し
た
。

　改
め
て
戦
後
70
年
を
考
え
る
と
き
、
歴
史
と
し
て
の
時
間
の
経
過
と
実
感

と
し
て
の
時
間
の
経
過
に
大
き
な
隔
た
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
学
校
で
習
っ

た
「
年
表
の
歴
史
」
は
、
知
識
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
た
っ

た
70
年
前
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
実
感
が
伴
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　日
本
は
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
大
き
く
飛
躍
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
先

達
の
皆
様
に
は
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
方
で
同
時
に
戦
中
戦
後

の
暮
ら
し
や
人
々
の
想
い
が
豊
か
さ
の
陰
に
埋
没
し
て
し
ま
い
、
現
代
に
生

ま
れ
育
っ
た
私
た
ち
の
世
代
は
、
戦
争
と
そ
の
歴
史
を
大
昔
の
歴
史
と
認
識

し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　さ
て
先
般
、
安
倍
晋
三
首
相
が
戦
後
70
年
談
話
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
歴
代
内
閣
の
立
場
は
踏
襲
し
つ
つ
、
積
極
的
平
和
主
義
を
表
明
し

て
い
る
今
回
の
談
話
は
未
来
志
向
で
大
変
良
い
談
話
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
積
極
的
平
和
主
義
を
貫
い
て
い
く
た
め
に
も
、
「
年
表
の
歴
史
」
と
し

て
の
戦
争
だ
け
で
な
く
、
実
感
の
伴
っ
た
歴
史
を
共
有
し
て
い
く
必
要
性
を

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　戦
後
70
年
の
節
目
と
し
て
、
今
一
度
日
本
の
近
代
史
に
向
き
合
う
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。
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「
政
調
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
？
」

政
調
会
、
正
式
に
は
「
政
務
調
査
会
」
と
い
い
ま
す
。

こ
こ
は
主
に
政
策
の
調
査
や
立
案
を
つ
か
さ
ど
る
組
織
で
す
。

多
少
名
称
が
異
な
る
政
党
も
あ
り
ま
す
が
、
自
民
党
で
は
党
本

部
、
富
山
県
連
、
富
山
市
連
に
政
調
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
議
会
に
お
い
て
は
会
派
ご
と
に
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が

多
数
で
す
。
県
議
会
で
は
自
民
党
会
派
の
政
調
会
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
県
連
の
政
調
会
と
同
じ
役
員
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

富
山
県
議
会
の
自
民
党
会
派
の
政
調
会
で
は
、
政
調
会
の
下
に

政
調
５
部
会
と
い
う
専
門
部
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
企
画
財
務
、

経
済
建
設
、
農
林
水
産
、
福
祉
環
境
、
文
教
公
安
の
各
部
会
が
こ

れ
に
あ
た
り
ま
す
。

各
専
門
部
会
で
議
論
さ
れ
た
も
の
は
政
調
会
で
再
度
精
査
し
、

政
調
会
独
自
の
政
策
も
盛
り
込
み
、
最
終
的
に
は
会
派
の
役
員
会

の
承
認
を
経
て
正
式
に
会
派
の
政
策
と
し
て
表
明
さ
れ
る
と
い
う

仕
組
み
で
す
。

こ
の
う
ち
、
県
政
以
外
の
国
政
の
分
野
に
関
す
る
政
策
に
つ
い

て
は
、
自
民
党
富
山
県
連
の
政
調
会
と
し
て
、
県
連
の
役
員
会
を

通
じ
て
、
党
本
部
に
要
望
す
る
流
れ
に
な
り
ま
す
。

今
春
よ
り
、
私
は
こ
の
県
議
会
の
自
民
党
会
派
お
よ
び
自
民
党

県
連
の
政
調
会
の
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
県
が
作
成
中
の
「
地
方
創
生
富
山
県
版
み
ら
い
戦

略
」
に
対
す
る
提
言
書
「
誇
り
あ
る
選
択
」
を
取
り
ま
と
め
、
先

月
、
知
事
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

政
調
会
は
、
よ
り
よ
い
富
山
県
づ
く
り
の
た
め
の
政
策
を
立
案

し
、
県
の
施
策
に
直
結
す
る
提
言
を
行
う
責
任
の
重
い
場
で
す
。

皆
様
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
ら
れ
る
政
策
提
言
に
、

今
後
も
務
め
て
い
き
ま
す
。

６月定例会予算特別委員会の詳しい様子は、
富山県議会のホームページでご覧いただけます。

インターネットで視聴いただけます。

９月28日（月）11時～
９月定例会　予算特別委員会にて質問いたします。

教
員
が
担
当
し
て
い
る
会
計
管
理
を
外
部
委

託
す
る
な
ど
、
教
員
の
本
分
で
な
い
と
思
わ

れ
る
仕
事
か
ら
順
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
削

っ
て
い
く
方
法
を
模
索
す
べ
き
。

Ｑ
．

Ａ
．

必
ず
し
も
教
員
が
自
ら
行
わ
な
く
て
も
よ
い
業

務
や
、
専
門
性
が
あ
る
た
め
に
教
員
以
外
の
人
材

が
担
当
し
た
方
が
、
よ
り
高
い
効
果
が
期
待
で
き

る
業
務
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
外

部
委
託
や
外
部
人
材
の
活
用
が
で
き
な
い
か
、
一

つ
ひ
と
つ
の
業
務
の
あ
り
方
や
優
先
順
位
も
検
討

し
な
が
ら
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
に
積
極
的
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

教
育
長

教
育
長
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教
員
の
本
分
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
教
員
の
多
忙

化
の
原
因
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て

い
る
か
。

Ｑ
． 教
員
の
多
忙
化
解
消
に
つ
い
て

Ａ
．

教
員
の
職
務
と
職
責
の
中
心
は
、
日
々
の
授
業

の
改
善
に
不
断
に
努
め
、
児
童
生
徒
の
学
ぶ
意
欲

を
引
き
出
し
、
自
立
を
促
し
続
け
る
こ
と
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
児
童
生
徒
と

真
剣
に
向
き
合
う
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
近
年
、
発
達
障
が
い
な
ど
、
よ
り
丁
寧

な
指
導
や
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
増
加

や
不
登
校
や
い
じ
め
と
い
っ
た
児
童
生
徒
の
問
題

行
動
へ
の
的
確
な
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
加

え
て
、
保
護
者
や
地
域
の
意
見
、
要
望
へ
の
よ
り

丁
寧
な
対
応
も
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
意
見
・

要
望
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
他
、
各
種
調
査
へ
の

回
答
な
ど
事
務
的
な
業
務
の
増
加
と
、
中
学
校
や

高
校
で
は
、
部
活
動
の
指
導
時
間
が
教
員
の
多
忙

化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

教
育
長

教
育
長
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伝
統
工
芸
人
材
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て

国
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
は
、
今
年
６
月
末
現
在
２
２
２
品
目
。
う
ち
、
県
内
で
指
定

を
受
け
て
い
る
の
は
６
品
目
。
井
波
彫
刻
、
高
岡
銅
器
、
高
岡
漆
器
、
越
中
和
紙
、
庄
川

挽
物
木
地
、
金
沢
箔
。
そ
れ
以
外
に
も
県
独
自
指
定
の
伝
統
工
芸
品
が
多
数
存
在
す
る
。

本
県
の
伝
統
的
工
芸
品
の
生
産
額
は
、
平
成
２
年
度
の
約
４
３
０
億
円
を
ピ
ー
ク
に
平

成
26
年
度
は
約
１
４
０
億
円
と
、
約
３
分
の
１
に
減
少
。
ま
た
従
事
者
数
も
、
平
成
２
年

度
の
約
４
，
５
０
０
人
が
平
成
26
年
度
に
は
約
１
，
７
０
０
人
に
な
る
な
ど
、
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
。

Ｐ
I
C
K 

U
P　

Ｐ
I
C
K 

U
P　

も
の
づ
く
り
産
業
を
振
興
し
県
内
産
業
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
は
人
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
。
地
方
創
生
を
推
進
す
る
中
、
特
に
伝
統
工
芸
の
技
を

継
承
す
る
人
材
の
必
要
性
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

Ｑ
．
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県
で
は
今
年
度
、
国
・
県
指
定
伝
統
工
芸
品
の
組
合
等

が
行
う
人
材
育
成
事
業
等
に
対
す
る
支
援
を
拡
充
す
る
。

ま
た
、
と
や
ま
起
業
未
来
塾
に
お
け
る
「
も
の
づ
く
り
・

新
伝
統
産
業
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
、
伝
統
工
芸
の
技
術
を

活
か
し
た
創
業
の
支
援
に
取
り
組
む
。
さ
ら
に
４
月
に
国

の
採
択
を
受
け
た
地
域
創
生
人
材
育
成
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
、
伝
統
工
芸
分
野
の
人
材
育
成
に
取
り
組
む
。

知

　事

知

　事伝
統
工
芸
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
販
路
拡
大
の
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
県
の
考
え
と
そ
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

伝
統
工
芸
の
担
い
手
確
保
や
産
業
と
し
て
の
振
興
の
た
め
に
は
、
個
人
や
小

規
模
事
業
所
に
も
配
慮
し
た
売
れ
る
商
品
を
作
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。

Ｑ
．

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
つ
い
て

公
益
社
団
法
人
と
や
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る
各
種
支

援
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
全
体
の
被
害
者
支
援
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
被
害
の
回

復
及
び
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
。

犯
罪
被
害
者
等
と
の
面
接
や
電
話
に
よ
る
「
相
談
業
務
」
の
ほ
か
、
裁
判
所
等
へ
の
付

き
添
い
や
自
宅
訪
問
等
の
「
直
接
的
支
援
業
務
」
等
を
行
っ
て
い
る
。

相
談
と
直
接
的
支
援
の
件
数
は
、
過
去
５
年
間
で
約
1.5
倍
と
な
っ
て
い
る
。
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と
や
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
を
充
実
・
強
化
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ｑ
．

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
つ
い
て
、
警
察
本
部
だ
け
で
な
く
知
事
部
局
に
お

い
て
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か

Ｑ
．

Ａ
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県
で
は
こ
れ
ま
で
、
国
・
県
指
定
伝
統
工
芸
品
の
組
合
等
が
行
う
体
験
講
座
・
講
習

会
な
ど
に
対
す
る
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
は
そ
の
支
援
の
拡
充
を
図
る
と

と
も
に
、と
や
ま
起
業
未
来
塾
に
「
も
の
づ
く
り
・
新
伝
統
産
業
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
た
。

南
砺
市
で
は
今
年
度
、
新
規
に
後
継
者
を
雇
用
し
た
事
業
者
に
対
し
て
最
長
３
年
間

奨
励
金
を
交
付
す
る
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
県
及
び
市
町
で
１
年
を
超
え
て
人
材
の

育
成
を
支
援
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

県
で
は
、
今
年
度
、
後
継
者
の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
検
討
を
行
う
が
、
後
継
者
育

成
に
は
時
間
が
か
か
る
と
い
っ
た
特
殊
性
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
後
継
者

育
成
の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

商
工
労
働
部
長

商
工
労
働
部
長
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今
年
度
は
、①
総
合
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
等
の
整
備
、②

韓
国
・
台
湾
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
招
い
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、③
ホ
テ
ル
や
飲
食
施

設
の
関
係
者
、
百
貨
店
バ
イ
ヤ
ー
等
と
生
産
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
商
談
会
、④
首
都

圏
や
北
陸
新
幹
線
沿
線
の
ホ
テ
ル
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
食
と
伝
統
工
芸
品
の
Ｐ
Ｒ
フ
ェ

ア
の
開
催
、⑤
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
に
お
け
る
伝
統
工
芸
品
の
展
示
、⑥「
第
32
回
伝
統

的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大
会
」
に
お
い
て
、
国
内
外
の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
い
て
の

商
談
会
の
開
催
等
を
行
い
、
魅
力
あ
る
新
商
品
の
開
発
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
販
路

拡
大
を
図
る
。

小
規
模
企
業
の
新
商
品
開
発
・
販
路
拡
大
に
つ
い
て
は
、
補
助
率
を
か
さ
上
げ
し
て

い
る
が
、
今
年
度
か
ら
首
都
圏
の
展
示
会
へ
出
展
す
る
場
合
の
助
成
限
度
額
の
引
上
げ

も
行
う
な
ど
拡
充
し
て
い
る
。

商
工
労
働
部
長

商
工
労
働
部
長

伝
統
工
芸
人
材
の
担
い
手
不
足
の
原
因
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

Ｑ
．

厚
生
労
働
省
が
新
た
に
創
設
し
た
「
地
域
創
生
人
材
育
成
事
業
」
と
は
、
地
域
の
人
手

不
足
分
野
に
お
い
て
、
従
来
の
公
的
職
業
訓
練
で
は
対
応
で
き
な
い
新
た
な
人
材
育
成
の

取
組
み
を
行
う
も
の
。
「
も
の
づ
く
り
」
「
介
護
・
福
祉
」
「
建
設
」
「
観
光
」
の
４
分

野
が
対
象
と
な
る
。

人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ
れ
ば
、
後
継
者
育
成
資
金
と
し
て
国
か
ら
年
間
２
０
０
万
円
が

支
給
さ
れ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
担
い
手
が
一
人
前
に
な
る
ま
で
面
倒
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
継
続
支
援
の
仕
組
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
故
、
担
い
手
育
成
の
た
め
に
は
、

指
導
す
る
側
へ
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
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Ｐ
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公
益
社
団
法
人
と
や
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
財
源

は
、
会
費
、
補
助
金
、
助
成
金
、
寄
附
金
等
。
財
源
の
約
４
割

を
個
人
、
ま
た
は
法
人
か
ら
の
賛
助
会
費
で
、
約
２
割
を
公
益

財
団
法
人
日
本
財
団
か
ら
の
助
成
金
が
占
め
、
財
政
基
盤
が
安

定
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
さ
ら
に
個
人
の
賛
助
会
員
の
大

部
分
が
富
山
県
警
察
の
警
察
官
及
び
職
員
で
あ
る
。

Ｐ
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K 
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本
年
度
、
厚
生
労
働
省
が
「
地
域
創
生
人
材
育
成
事
業
」
を
創
設
し
、
本
県

が
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
の
事
業
の
概
要
及
び
狙
い
と
効
果
に
つ
い
て
。

Ｑ
．

Ａ
．

３
年
間
の
事
業
期
間
で
４
１
４
人
の
就
職

者
数
を
目
標
と
し
、
計
画
終
了
後
に
は
事
業

の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
取
組
手
法
を
広

く
活
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

伝
統
工
芸
に
つ
い
て
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
機

能
性
を
有
す
る
新
商
品
の
開
発
や
販
路
開
拓

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
者
を
対
象

に
、
①
新
規
雇
用
者
へ
の
雇
用
型
職
業
訓
練
、

②
在
職
者
向
け
に
デ
ザ
イ
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
知
識
な
ど
を
習
得
す
る
た
め
の
座
学

研
修
を
実
施
す
る
。

商
工
労
働
部
長

商
工
労
働
部
長

Ａ
．

と
や
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
事
務
局
員
、
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
等

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
幅
広
く
支
援
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
被
害
者
等

の
相
談
に
的
確
に
対
応
で
き
る
犯
罪
被
害
相
談
員
を
更
に
充
実
さ
せ
、
体
制
強
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
県
警
察
で
は
、
組
織
を
挙
げ
て
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体

制
の
充
実
・
強
化
を
支
援
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
積
極
的
に
支
援
し
、

同
セ
ン
タ
ー
の
事
業
財
源
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

警
察
本
部
長

警
察
本
部
長

Ａ
．

今
年
度
、
被
害
者
支
援
機
関
の
情
報
共
有
・
連
携
を
図
る
会
議
を
開
催
し
、
意
見
交

換
等
を
通
じ
て
ま
と
め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
性
犯
罪
被
害
者
等
の

支
援
に
つ
い
て
も
、
相
談
機
関
等
の
実
務
者
に
よ
る
連
携
会
議
の
開
催
や
相
談
窓
口
の

啓
発
等
に
取
組
む
。
知
事
部
局
と
し
て
も
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
こ
れ
ま
で
以
上

に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

知
事
政
策
局
長

知
事
政
策
局
長

伝
統
工
芸
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
創
設
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

人
材
の
確
保
も
大
切
で
あ
る
が
、
技
の
習
得
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

継
続
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ
．

Ａ
．

担
い
手
不
足
の
原
因
と
し
て
①
人
口
減
少
、

②
冠
婚
葬
祭
、
進
物
儀
礼
な
ど
の
伝
統
的
・
慣

習
上
の
機
会
や
、
茶
道
、
生
花
、
習
字
な
ど
の

日
本
文
化
に
親
し
む
機
会
の
減
少
、
日
本
式
の

家
屋
着
工
戸
数
の
減
少
な
ど
、
生
活
様
式
や
消

費
者
嗜
好
の
変
化
、
③
大
量
生
産
に
よ
る
安
価

な
生
活
用
品
の
普
及
や
海
外
か
ら
の
輸
入
品
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
産
業
と
し
て
需
要
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
や
、
職
人
と
し
て
一
人
前
に
な

る
に
は
相
当
の
訓
練
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
や
、

仕
事
が
キ
ツ
イ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
、
若

者
が
な
か
な
か
就
業
し
な
い
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

商
工
労
働
部
長

商
工
労
働
部
長

６
月
22
日

（
抜
粋
）

し
ん
も
つ
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伝
統
工
芸
人
材
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て

国
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
は
、
今
年
６
月
末
現
在
２
２
２
品
目
。
う
ち
、
県
内
で
指
定

を
受
け
て
い
る
の
は
６
品
目
。
井
波
彫
刻
、
高
岡
銅
器
、
高
岡
漆
器
、
越
中
和
紙
、
庄
川

挽
物
木
地
、
金
沢
箔
。
そ
れ
以
外
に
も
県
独
自
指
定
の
伝
統
工
芸
品
が
多
数
存
在
す
る
。

本
県
の
伝
統
的
工
芸
品
の
生
産
額
は
、
平
成
２
年
度
の
約
４
３
０
億
円
を
ピ
ー
ク
に
平

成
26
年
度
は
約
１
４
０
億
円
と
、
約
３
分
の
１
に
減
少
。
ま
た
従
事
者
数
も
、
平
成
２
年

度
の
約
４
，
５
０
０
人
が
平
成
26
年
度
に
は
約
１
，
７
０
０
人
に
な
る
な
ど
、
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
。
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も
の
づ
く
り
産
業
を
振
興
し
県
内
産
業
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
は
人
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
。
地
方
創
生
を
推
進
す
る
中
、
特
に
伝
統
工
芸
の
技
を

継
承
す
る
人
材
の
必
要
性
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

Ｑ
．

Ａ
．

県
で
は
今
年
度
、
国
・
県
指
定
伝
統
工
芸
品
の
組
合
等

が
行
う
人
材
育
成
事
業
等
に
対
す
る
支
援
を
拡
充
す
る
。

ま
た
、
と
や
ま
起
業
未
来
塾
に
お
け
る
「
も
の
づ
く
り
・

新
伝
統
産
業
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
、
伝
統
工
芸
の
技
術
を

活
か
し
た
創
業
の
支
援
に
取
り
組
む
。
さ
ら
に
４
月
に
国

の
採
択
を
受
け
た
地
域
創
生
人
材
育
成
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
、
伝
統
工
芸
分
野
の
人
材
育
成
に
取
り
組
む
。

知

　事

知

　事伝
統
工
芸
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
販
路
拡
大
の
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
県
の
考
え
と
そ
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

伝
統
工
芸
の
担
い
手
確
保
や
産
業
と
し
て
の
振
興
の
た
め
に
は
、
個
人
や
小

規
模
事
業
所
に
も
配
慮
し
た
売
れ
る
商
品
を
作
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。

Ｑ
．

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
つ
い
て

公
益
社
団
法
人
と
や
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る
各
種
支

援
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
全
体
の
被
害
者
支
援
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
被
害
の
回

復
及
び
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
。

犯
罪
被
害
者
等
と
の
面
接
や
電
話
に
よ
る
「
相
談
業
務
」
の
ほ
か
、
裁
判
所
等
へ
の
付

き
添
い
や
自
宅
訪
問
等
の
「
直
接
的
支
援
業
務
」
等
を
行
っ
て
い
る
。

相
談
と
直
接
的
支
援
の
件
数
は
、
過
去
５
年
間
で
約
1.5
倍
と
な
っ
て
い
る
。
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と
や
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
を
充
実
・
強
化
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ｑ
．

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
つ
い
て
、
警
察
本
部
だ
け
で
な
く
知
事
部
局
に
お

い
て
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か

Ｑ
．

Ａ
．

県
で
は
こ
れ
ま
で
、
国
・
県
指
定
伝
統
工
芸
品
の
組
合
等
が
行
う
体
験
講
座
・
講
習

会
な
ど
に
対
す
る
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
は
そ
の
支
援
の
拡
充
を
図
る
と

と
も
に
、と
や
ま
起
業
未
来
塾
に
「
も
の
づ
く
り
・
新
伝
統
産
業
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
た
。

南
砺
市
で
は
今
年
度
、
新
規
に
後
継
者
を
雇
用
し
た
事
業
者
に
対
し
て
最
長
３
年
間

奨
励
金
を
交
付
す
る
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
県
及
び
市
町
で
１
年
を
超
え
て
人
材
の

育
成
を
支
援
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

県
で
は
、
今
年
度
、
後
継
者
の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
検
討
を
行
う
が
、
後
継
者
育

成
に
は
時
間
が
か
か
る
と
い
っ
た
特
殊
性
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
後
継
者

育
成
の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

商
工
労
働
部
長

商
工
労
働
部
長

Ａ
．

今
年
度
は
、①
総
合
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
等
の
整
備
、②

韓
国
・
台
湾
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
招
い
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、③
ホ
テ
ル
や
飲
食
施

設
の
関
係
者
、
百
貨
店
バ
イ
ヤ
ー
等
と
生
産
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
商
談
会
、④
首
都

圏
や
北
陸
新
幹
線
沿
線
の
ホ
テ
ル
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
食
と
伝
統
工
芸
品
の
Ｐ
Ｒ
フ
ェ

ア
の
開
催
、⑤
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
に
お
け
る
伝
統
工
芸
品
の
展
示
、⑥「
第
32
回
伝
統

的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大
会
」
に
お
い
て
、
国
内
外
の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
い
て
の

商
談
会
の
開
催
等
を
行
い
、
魅
力
あ
る
新
商
品
の
開
発
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
販
路

拡
大
を
図
る
。

小
規
模
企
業
の
新
商
品
開
発
・
販
路
拡
大
に
つ
い
て
は
、
補
助
率
を
か
さ
上
げ
し
て

い
る
が
、
今
年
度
か
ら
首
都
圏
の
展
示
会
へ
出
展
す
る
場
合
の
助
成
限
度
額
の
引
上
げ

も
行
う
な
ど
拡
充
し
て
い
る
。

商
工
労
働
部
長

商
工
労
働
部
長

伝
統
工
芸
人
材
の
担
い
手
不
足
の
原
因
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

Ｑ
．

厚
生
労
働
省
が
新
た
に
創
設
し
た
「
地
域
創
生
人
材
育
成
事
業
」
と
は
、
地
域
の
人
手

不
足
分
野
に
お
い
て
、
従
来
の
公
的
職
業
訓
練
で
は
対
応
で
き
な
い
新
た
な
人
材
育
成
の

取
組
み
を
行
う
も
の
。
「
も
の
づ
く
り
」
「
介
護
・
福
祉
」
「
建
設
」
「
観
光
」
の
４
分

野
が
対
象
と
な
る
。

人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ
れ
ば
、
後
継
者
育
成
資
金
と
し
て
国
か
ら
年
間
２
０
０
万
円
が

支
給
さ
れ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
担
い
手
が
一
人
前
に
な
る
ま
で
面
倒
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
継
続
支
援
の
仕
組
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
故
、
担
い
手
育
成
の
た
め
に
は
、

指
導
す
る
側
へ
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
I
C
K 

U
P　

Ｐ
I
C
K 
U
P　

公
益
社
団
法
人
と
や
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
財
源

は
、
会
費
、
補
助
金
、
助
成
金
、
寄
附
金
等
。
財
源
の
約
４
割

を
個
人
、
ま
た
は
法
人
か
ら
の
賛
助
会
費
で
、
約
２
割
を
公
益

財
団
法
人
日
本
財
団
か
ら
の
助
成
金
が
占
め
、
財
政
基
盤
が
安

定
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
さ
ら
に
個
人
の
賛
助
会
員
の
大

部
分
が
富
山
県
警
察
の
警
察
官
及
び
職
員
で
あ
る
。
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本
年
度
、
厚
生
労
働
省
が
「
地
域
創
生
人
材
育
成
事
業
」
を
創
設
し
、
本
県

が
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
の
事
業
の
概
要
及
び
狙
い
と
効
果
に
つ
い
て
。

Ｑ
．

Ａ
．

３
年
間
の
事
業
期
間
で
４
１
４
人
の
就
職

者
数
を
目
標
と
し
、
計
画
終
了
後
に
は
事
業

の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
取
組
手
法
を
広

く
活
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

伝
統
工
芸
に
つ
い
て
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
機

能
性
を
有
す
る
新
商
品
の
開
発
や
販
路
開
拓

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
者
を
対
象

に
、
①
新
規
雇
用
者
へ
の
雇
用
型
職
業
訓
練
、

②
在
職
者
向
け
に
デ
ザ
イ
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
知
識
な
ど
を
習
得
す
る
た
め
の
座
学

研
修
を
実
施
す
る
。

商
工
労
働
部
長

商
工
労
働
部
長

Ａ
．

と
や
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
事
務
局
員
、
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
等

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
幅
広
く
支
援
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
被
害
者
等

の
相
談
に
的
確
に
対
応
で
き
る
犯
罪
被
害
相
談
員
を
更
に
充
実
さ
せ
、
体
制
強
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
県
警
察
で
は
、
組
織
を
挙
げ
て
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体

制
の
充
実
・
強
化
を
支
援
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
積
極
的
に
支
援
し
、

同
セ
ン
タ
ー
の
事
業
財
源
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

警
察
本
部
長

警
察
本
部
長

Ａ
．

今
年
度
、
被
害
者
支
援
機
関
の
情
報
共
有
・
連
携
を
図
る
会
議
を
開
催
し
、
意
見
交

換
等
を
通
じ
て
ま
と
め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
性
犯
罪
被
害
者
等
の

支
援
に
つ
い
て
も
、
相
談
機
関
等
の
実
務
者
に
よ
る
連
携
会
議
の
開
催
や
相
談
窓
口
の

啓
発
等
に
取
組
む
。
知
事
部
局
と
し
て
も
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
こ
れ
ま
で
以
上

に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

知
事
政
策
局
長

知
事
政
策
局
長

伝
統
工
芸
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
創
設
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

人
材
の
確
保
も
大
切
で
あ
る
が
、
技
の
習
得
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

継
続
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ
．

Ａ
．

担
い
手
不
足
の
原
因
と
し
て
①
人
口
減
少
、

②
冠
婚
葬
祭
、
進
物
儀
礼
な
ど
の
伝
統
的
・
慣

習
上
の
機
会
や
、
茶
道
、
生
花
、
習
字
な
ど
の

日
本
文
化
に
親
し
む
機
会
の
減
少
、
日
本
式
の

家
屋
着
工
戸
数
の
減
少
な
ど
、
生
活
様
式
や
消

費
者
嗜
好
の
変
化
、
③
大
量
生
産
に
よ
る
安
価

な
生
活
用
品
の
普
及
や
海
外
か
ら
の
輸
入
品
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
産
業
と
し
て
需
要
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
や
、
職
人
と
し
て
一
人
前
に
な

る
に
は
相
当
の
訓
練
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
や
、

仕
事
が
キ
ツ
イ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
、
若

者
が
な
か
な
か
就
業
し
な
い
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

商
工
労
働
部
長

商
工
労
働
部
長

６
月
22
日

（
抜
粋
）

し
ん
も
つ
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　新
涼
の
候
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
で
す
。
毎
年
恒
例
の
テ
レ
ビ
の
特
番
だ
け
で
な

く
、
書
籍
や
映
画
で
も
今
年
は
例
年
以
上
に
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が

多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　私
も
８
月
１
日
の
「
富
山
市
民
感
謝
と
誓
い
の
つ
ど
い
」
と
８
月
15
日
の

「
富
山
県
戦
没
者
追
悼
式
」
に
は
毎
年
出
席
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
靖
国
神

社
に
も
参
拝
し
て
き
ま
し
た
。

　改
め
て
戦
後
70
年
を
考
え
る
と
き
、
歴
史
と
し
て
の
時
間
の
経
過
と
実
感

と
し
て
の
時
間
の
経
過
に
大
き
な
隔
た
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
学
校
で
習
っ

た
「
年
表
の
歴
史
」
は
、
知
識
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
た
っ

た
70
年
前
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
実
感
が
伴
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　日
本
は
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
大
き
く
飛
躍
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
先

達
の
皆
様
に
は
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
方
で
同
時
に
戦
中
戦
後

の
暮
ら
し
や
人
々
の
想
い
が
豊
か
さ
の
陰
に
埋
没
し
て
し
ま
い
、
現
代
に
生

ま
れ
育
っ
た
私
た
ち
の
世
代
は
、
戦
争
と
そ
の
歴
史
を
大
昔
の
歴
史
と
認
識

し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　さ
て
先
般
、
安
倍
晋
三
首
相
が
戦
後
70
年
談
話
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
歴
代
内
閣
の
立
場
は
踏
襲
し
つ
つ
、
積
極
的
平
和
主
義
を
表
明
し

て
い
る
今
回
の
談
話
は
未
来
志
向
で
大
変
良
い
談
話
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
積
極
的
平
和
主
義
を
貫
い
て
い
く
た
め
に
も
、
「
年
表
の
歴
史
」
と
し

て
の
戦
争
だ
け
で
な
く
、
実
感
の
伴
っ
た
歴
史
を
共
有
し
て
い
く
必
要
性
を

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　戦
後
70
年
の
節
目
と
し
て
、
今
一
度
日
本
の
近
代
史
に
向
き
合
う
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。
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「
政
調
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
？
」

政
調
会
、
正
式
に
は
「
政
務
調
査
会
」
と
い
い
ま
す
。

こ
こ
は
主
に
政
策
の
調
査
や
立
案
を
つ
か
さ
ど
る
組
織
で
す
。

多
少
名
称
が
異
な
る
政
党
も
あ
り
ま
す
が
、
自
民
党
で
は
党
本

部
、
富
山
県
連
、
富
山
市
連
に
政
調
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
議
会
に
お
い
て
は
会
派
ご
と
に
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が

多
数
で
す
。
県
議
会
で
は
自
民
党
会
派
の
政
調
会
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
県
連
の
政
調
会
と
同
じ
役
員
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

富
山
県
議
会
の
自
民
党
会
派
の
政
調
会
で
は
、
政
調
会
の
下
に

政
調
５
部
会
と
い
う
専
門
部
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
企
画
財
務
、

経
済
建
設
、
農
林
水
産
、
福
祉
環
境
、
文
教
公
安
の
各
部
会
が
こ

れ
に
あ
た
り
ま
す
。

各
専
門
部
会
で
議
論
さ
れ
た
も
の
は
政
調
会
で
再
度
精
査
し
、

政
調
会
独
自
の
政
策
も
盛
り
込
み
、
最
終
的
に
は
会
派
の
役
員
会

の
承
認
を
経
て
正
式
に
会
派
の
政
策
と
し
て
表
明
さ
れ
る
と
い
う

仕
組
み
で
す
。

こ
の
う
ち
、
県
政
以
外
の
国
政
の
分
野
に
関
す
る
政
策
に
つ
い

て
は
、
自
民
党
富
山
県
連
の
政
調
会
と
し
て
、
県
連
の
役
員
会
を

通
じ
て
、
党
本
部
に
要
望
す
る
流
れ
に
な
り
ま
す
。

今
春
よ
り
、
私
は
こ
の
県
議
会
の
自
民
党
会
派
お
よ
び
自
民
党

県
連
の
政
調
会
の
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
県
が
作
成
中
の
「
地
方
創
生
富
山
県
版
み
ら
い
戦

略
」
に
対
す
る
提
言
書
「
誇
り
あ
る
選
択
」
を
取
り
ま
と
め
、
先

月
、
知
事
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

政
調
会
は
、
よ
り
よ
い
富
山
県
づ
く
り
の
た
め
の
政
策
を
立
案

し
、
県
の
施
策
に
直
結
す
る
提
言
を
行
う
責
任
の
重
い
場
で
す
。

皆
様
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
ら
れ
る
政
策
提
言
に
、

今
後
も
務
め
て
い
き
ま
す
。

６月定例会予算特別委員会の詳しい様子は、
富山県議会のホームページでご覧いただけます。

インターネットで視聴いただけます。

９月28日（月）11時～
９月定例会　予算特別委員会にて質問いたします。

教
員
が
担
当
し
て
い
る
会
計
管
理
を
外
部
委

託
す
る
な
ど
、
教
員
の
本
分
で
な
い
と
思
わ

れ
る
仕
事
か
ら
順
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
削

っ
て
い
く
方
法
を
模
索
す
べ
き
。

Ｑ
．

Ａ
．

必
ず
し
も
教
員
が
自
ら
行
わ
な
く
て
も
よ
い
業

務
や
、
専
門
性
が
あ
る
た
め
に
教
員
以
外
の
人
材

が
担
当
し
た
方
が
、
よ
り
高
い
効
果
が
期
待
で
き

る
業
務
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
外

部
委
託
や
外
部
人
材
の
活
用
が
で
き
な
い
か
、
一

つ
ひ
と
つ
の
業
務
の
あ
り
方
や
優
先
順
位
も
検
討

し
な
が
ら
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
に
積
極
的
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

教
育
長

教
育
長

議 員 事 務 所
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富山県議会自民党控室
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連 絡 先

076（431）5244 ＦＡＸ076（441）8421

友達リクエストの際にはメッセージを一緒に送って頂くようお願いします。
本人アカウント　奥野詠子（@Eiko_Okuno）　後援会アカウント　奥野詠子県議　後援会　詠桜会（@eiokai）

Facebook
ホームページ

Twitter

http://www.okunoeiko.jp/ ぜひご覧ください。

教
員
の
本
分
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
教
員
の
多
忙

化
の
原
因
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て

い
る
か
。

Ｑ
． 教
員
の
多
忙
化
解
消
に
つ
い
て

Ａ
．

教
員
の
職
務
と
職
責
の
中
心
は
、
日
々
の
授
業

の
改
善
に
不
断
に
努
め
、
児
童
生
徒
の
学
ぶ
意
欲

を
引
き
出
し
、
自
立
を
促
し
続
け
る
こ
と
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
児
童
生
徒
と

真
剣
に
向
き
合
う
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
近
年
、
発
達
障
が
い
な
ど
、
よ
り
丁
寧

な
指
導
や
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
増
加

や
不
登
校
や
い
じ
め
と
い
っ
た
児
童
生
徒
の
問
題

行
動
へ
の
的
確
な
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
加

え
て
、
保
護
者
や
地
域
の
意
見
、
要
望
へ
の
よ
り

丁
寧
な
対
応
も
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
意
見
・

要
望
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
他
、
各
種
調
査
へ
の

回
答
な
ど
事
務
的
な
業
務
の
増
加
と
、
中
学
校
や

高
校
で
は
、
部
活
動
の
指
導
時
間
が
教
員
の
多
忙

化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

教
育
長

教
育
長


